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表紙説明　「SSKクレーン」
旧海軍工廠を引き継ぐ歴史ある造船所であり、地元での通称はSSK。佐世保の各所から見える
大きなハンマーヘッド型クレーン（ジャイアント・カンチレバー・クレーン）は、1913年に
竣工されたもので、現在も現役で稼働しており、「佐世保重工業250トン起重機」として国登
録有形文化財に指定されている。
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Governor’s　Message

8つの重点項目について

2023-24 年度　第 2740 地区　ガバナー　緒方　信行　

私は2023-24年度の地区運営方針を「継続と革
新の理想的なバランス」としました。継続すると
同時に変化に対してオープンで前向きになり、世
界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世
界を築く手助けができます。

そのために8つの重点項目を設定し、7月号か
ら説明させて頂いてきましたが、今回で最後、
「ロータリーファミリーの設立」と「IMの開
催」について説明をいたします。

5．「ロータリーファミリーの設立」
「ロータリーファミリー」について、2018年、

福岡で開催された全国インターアクトクラブの大
会で、福岡東RCの田村志朗さんがプレゼンされ
た資料を用いて説明します。

下のクロスプロモーション図を参照してくださ
い。ロータリーファミリーとは、インターアク
ト、ローターアクト、ライラ、米山記念奨学生、
青少年交換及び学友会など、ロータリーのすべて
の若者の育成事業に関わる青少年を含む人々を指
します。そして、ロータリーとしては、それぞれ
の事業が互いに交流し、関係することで、より事
業の成果が高まるよう（クロスプロモーション効
果）に支援を行います。今まではインターアクト
はインターアクト、ローターアクトはローターア
クトでそれぞれ別々に活動をしており、それぞれ
の年次大会を開催しており、また、全国大会にも
出席しています。また、地区大会の際には、全員
集合することが慣例になっております。

しかし、ロータリーで大切なのは「奉仕の理
想」の哲学を継承、実践することではないでしょ
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うか？「奉仕の理想」、すなわち「他人のことを
思い、他人に尽くす」の意味をしっかりと理解
し、社会の役に立てれば、ロータリーの大切な使
命の一つである「人を育てる」ことが実現できま
す。

米山記念奨学生のお別れスピーチで、ある奨学
生が、「私はカウンセラーのロータリアンから学
んだ、“人の為に尽くす”という言葉を、社会に出
たら実践したい。そして日本と世界の懸け橋にな
りたいと思います。」とおっしゃいました。私は

「ここにロータリー有り！」と感動を覚えまし
た。そしてその精神を社会に、いや世界に広げ
る必要があると感じました。そのためには、イン
ターアクトで学んだ奉仕の理想の精神を、ロー
ターアクトへ、そしてロータリアンへと繋いでい
く必要があると思います。

しかし、時代とともに、世界の変化の中で、
ロータリアンも青少年との交流において難しい局
面に直面しています。今後、どのように青少年と
交流していくべきか、考えていく必要があると思
います。

6．「ＩＭの開催」
本年度の８つの重点項目の一つがIM（イン

ターシティミーティング）です。ガバナー補佐の
皆さんは公式訪問前のクラブ協議会と公式訪問で
一仕事終えて、やれやれというところだと思いま
すが、地区大会が終わると、次は各グループの大
切な行事として、担当グループでのIMの準備に
かかることになります。

IMとは何でしょう？ロータリーではIMとは
フォーラム（公開討論会）形式の会議を言いま
す。したがって、主催者が考えなければならない
要点は、共通の興味を持つことや一つの問題点に
ついて事前にテーマを選ぶことが最も重要です。
そして会議の最後には、総括者がフォーラムのま
とめとしての結論を出さなくてはなりません。主
催者（地区学習ファシリテーター、ガバナー補佐

や担当クラブ）は会議のテーマや講演者を安易に
選んだりしてはならず、演題を講演者任せにして
はいけません。もう一つ、ロータリーでは自己研
鑽の場であるIMにはグループ全会員の出席が要
請されています。自己研鑽の場としてクラブ例
会、クラブ協議会、地区協議会、地区大会などの
会合があるように、できるだけ全員登録、全員出
席して頂きたいと思います。

IMのテーマについては、以下のテーマから検
討したらいかがでしょう。一つは、①「会員増強
とクラブの在り方」です。人口減少傾向にある日
本では会員増強は困難であり、むしろ退会防止策
に注力する必要があることがはっきりしてきまし
た。そして、退会防止には新入会員の研修に力を
入れることが必要であるということが多くのクラ
ブで指摘されています。本年度の目玉プロジェ
クト「衛星クラブ」は、会員の教育、クラブの
在り方について、多くの示唆を与えるものとな
りました。日中、出席が困難な会員がいるクラ
ブでは、衛星クラブが夜、例会を開催しているよ
うに、通常の例会のあり方も変えてみたらどうで
しょう。クラブ細則を変更することで、それが可
能になります。また、会員数の減少による会員数
の少ないクラブでは、財政面で、通常活動、奉仕
活動さえ困難になりつつあるのが現状です。全国
的に見ると、クラブの廃止やクラブ同士の統合が
起きつつあります。当地区でもクラブ同士で統合
について考える時期に来たと思います。

もう一つは、②「地区委員会の在り方」です。
地区委員会はガバナーから年度地区目標を掲げら
れても具体的にその担当年度で何をすればいいの
かはっきりわからないまま、地区委員長が地区委
員と共に地区セミナーを開いていたのが実情で
す。ガバナーの意思と齟齬が生じることさえあり
ました。さらには地区委員会内で問題が生じても
委員会内部ですべて処理されてきました。各種セ
ミナー、地区事業を開催することに、ガバナー、
地区学習ファシリテーター、地区委員会との間
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で、もっと真剣な打ち合わせを行う必要性が求め
られています。

委員会の中には堪能な英語力、交渉力、経験が
必要であり、毎年、簡単に委員を交代する訳には
いかない委員会があり、それが故に、この様な委
員会については、次年度ガバナーが次年度地区委
員長、委員を指名することが困難な状況に陥るこ
とがしばしば見受けられます。地区委員会の在り
方について会員で話し合ってください。

もう一つ、今回の公式訪問で気付いた大切な
ことがあります。それは、③「ロータリーとは
何か？」ということを会員が知りたがっている
ということです。入会年数が浅い会員程、目を輝
かせて、ロータリーについての話を聞いていま
す。ロータリーが始まって118年、このテーマは
その間、ずっと考えられ、論じられてきたテーマ
です。時には原点回帰して、「ロータリーとは何
か？」について考えてみることが必要です。

最後に、地区には多くの問題が存在していま
す。全会員が問題を共有し、それをテーマにして
全員で考え、前向きな結論を出して頂き、地区の
改革が実現出来るならば、第2740地区は素晴ら
しい地区となるでしょう。意義のあるIMとなる
ことを期待しています。
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職業奉仕合同セミナー報告

2740 地区職業奉仕委員長　矢野　京子（諫早北 RC）

2023年9月16日に諫早・鎮西学院講堂にて職業奉仕合同セミナーを開催致しました。
副ガバナー・パストガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニーにご参列頂き2620地区パストガバ

ナー小林聰一郎様の講演を盛大に開催する事が出来ました。
今回、初の試みとしてクラブ管理運営委員会・会員増強委員会・公共イメージ委員会・社会奉仕委員会・

ロータリーファミリー委員会・ローターアクト委員会・インターアクト委員会・ライラ委員会、そして、
職業奉仕委員会と9委員会が集結しての開催を致しました。講演後にはそれぞれ委員会ごとに分かれての
分科会を開きロータリーを学ぶことが出来ました。

ディスカッションを開いたり委員会で伝えたい事を発表したりと、それぞれの委員会の持ち味を生かし
ての会が催され、大変、盛り上がりを見せていました。
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米山記念奨学委員会　委員　本村　一（佐賀西 RC）

2023年10月21日（土）諫早文化会館にて、パストガバナー・地区学習ファシリテーター塚﨑 寛君（長崎
中央RC）を迎え、奨学生15名・カウンセラー13名・地区委員10名、総勢39名で米山の集いを開催致し
ました。奨学生は地区委員と共に午後1時に集合し、その後、会場準備を午後1時30分より行いました。

三部構成で開催され、まず第一部は、松田委員長からの挨拶に続き、全国で実施された奨学生・カウ
ンセラーへのアンケート結果が報告されました。

第二部はカウンセラー・奨学生が別々の部屋に集まり、この半年間過ぎた中で困った事やお互い中々
話せない問題などがないかの聞き取りをしました。

第三部ではカウンセラーをして感じたこと・米山奨学生になって思うことについて二人で発表をして
頂き、まじめな話に冗談も交えながら和やかな発表が行われました。

その後、本多委員より第二部で聞き取ったお互いの問題点等の発表があり、カウンセラーからも奨学
生からも特段問題や困ったことなどは無く、非常に友好的な関係が構築されていることが報告され、
米山の集いを終了しました。

最後はカウンセラー・奨学生との記念撮影、そして会場の後片付けを行い、解散いたしました。

米山記念奨学委員会報告

2023-24 年度米山の集い
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ガバナー公式訪問クラブ報告

佐賀西ＲＣ 7月31日（月） 会長　杉町　謙吾 幹事　安永　治郎

7月31日（月）、千葉憲哉副ガバナー、駒井英基パストガ
バナー、山﨑清二ガバナー補佐、村瀨高広地区幹事、船津
学地区副幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催
いたしました。

例会前の懇談会では、当クラブの本年度テーマ「不易
流行」が地区テーマの「継続と革新の理想的なバランス」
に合致するものであるとして、千葉副ガバナーから好評の
言葉をいただきましたほか、クラブ年次計画チェック表に
関しましても概ね該当できていることを評価いただきまし
た。

例会においても、本年度のＲＩ及び地区方針について
千葉副ガバナーからご説明いただいたのに対し、当クラブ
の杉町謙吾会長より緒方信行ガバナーの復帰に向けたエー
ルの言葉を贈ることで、地区とクラブ間でロータリアンとしての結束を感じる時間を共有することができました。

平戸ＲＣ 8月3日（木） 会長　瀧下　孝 幹事　山下　剛

さる8月3日（木）、千葉憲哉副ガバナー、福田
金治パストガバナー、井上正人ガバナー補佐、
村瀨高広地区幹事、佐世保北ＲＣの早田貴志君を
お迎えし、ガバナー公式訪問が開催されました。

千葉副ガバナーは2019年7月のガバナー公式訪問
以来、久しぶりの平戸再会であり、お元気な立ち
姿とユーモラスで笑いありのお話で盛り上げてい
ただき感謝申し上げます。現在、人口減少・少子
高齢化の中にあって平戸ロータリーが抱える課題
解決にしっかりと目を向け、「衛星クラブの設置の
必要性」や「工夫を凝らした退会防止策」「ファシリテーションによる会員の満足度向上」など多くのアドバイス
をいただきました。

事前懇談会から公式訪問例会と短い時間ではありましたが、緒方ガバナーの熱い思いや「継続と革新の理想的
なバランス」のあり様を考える貴重な時間となりました。これからも平戸ロータリーは熱い思いを胸に、平戸ならでは
の活動を展開していきます。

※ガバナー月信 10 月号掲載の写真が、誤って他クラブの写真を掲載しておりました。
　お詫びして、あらためて掲載させて頂きます。



GOVERNOR’S  MONTHLY  LETTER
ガバナー月信

Rotary International District 2740

7

米山記念奨学生視察・研修旅行報告ガバナー公式訪問クラブ報告

武雄ＲＣ 9月11日（月） 会長　真﨑　賢一 幹事　山口　正

令和5年9月11日（月）午後12時30分より、ガバナー公式訪問例会を開催
しました。

当日は、緒方信行ガバナーは体調不良により欠席され、代理として千葉
憲哉副ガバナーが出席されました。また、花島光喜パストガバナー、植松
信安ガバナー補佐、そして、村瀨高広地区幹事、及び、船津学副幹事の5名様
にお越し頂きました。

例会に先立って、千葉憲哉副ガバナー、植松信安ガバナー補佐、村瀨高
広幹事、そして武雄ロータリークラブからは会長の私と山口正幹事及び野
中績宏会長エレクトによる懇談会を開きました。最初は地区運営方針から始まり「継続と革新の理想的なバランス」
についてご説明いただきました。千葉憲哉副ガバナーよりその中で、他クラブとの合同会合を多く開催し親睦を深め
ること、会員増強を図ると同時に衛星クラブを設立することを重点事項として掲げており、衛星クラブは会員8名
から立ち上げることができる為、是非、衛星クラブ立ち上げをと熱のこもった説明がありました。千葉憲哉副ガバ
ナーは懇談会時間前からご来席頂き、予定時間以上の懇談会を開催することが出来ました。

武雄ロータリークラブでは親睦活動を主に取り組んでおります。ゴルフ同好会、ボーリング同好会そして武雄ロー
タリークラブ雑技団が有りますが、今回の公式訪問では夜の懇親会がありませんでしたので、申し訳なく少し残念に
も思いました。

千葉副ガバナー、花島パストガバナー、植松ガバナー補佐、村瀨地区幹事、船津副幹事、皆様には、遠路よりご来席
頂き有意義なお言葉を頂き誠にありがとうございました。武雄ロータリークラブは、今年度1年間クラブ活動に邁進
していきたいと思います。

長崎みなとＲＣ 9月12日（火） 会長　樋上　修久 幹事　矢ヶ部　健

令和5年9月12日（火）、（株）平安閣サンプリエールにおいて、千葉副ガバナー、岩永パストガバナー、友永ガバ
ナー補佐、村瀨地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催致しました。

例会に先立ちまして、事前懇談会では千葉副ガバナーから、会員増強に関しては衛星クラブなどを作り若い人達の
知恵を活かすこと、あまり型にはまりすぎない例会にしてもよい、などのヒントを頂きました。退会防止に関して
は、「親睦に始まり親睦に終わる」というように、親睦活動を通して会員一人一人の人となりを理解するよう心掛け
ることが大切である。また、交換留学生の受け入れを短期でいいので協力してほしい、などのお話がありました。

例会では緒方ガバナーの地区運営方針、ファシリ
テーション会議の効果、衛星クラブなどについての
ご説明をいただき、大変有意義な時間となりまし
た。今後のクラブ運営に役立てていきたいと思いま
す。ありがとうございました。

最後になりますが、緒方ガバナーのご回復を心から
願っております。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

太良ＲＣ 9月14日（木） 会長　竹下　泰信 幹事　川島　力男

2023年9月14日(木) 佐賀県太良町多良 割烹ひさご に於いて2023-24年度 第2740地区 緒方信行ガバナー公式訪問
が開催されました。此度のガバナー公式訪問は、緒方信行ガバナーの代理で千葉副ガバナー、花島パストガバナー、
第3グループ植松ガバナー補佐、村瀨地区幹事にご来訪頂き、千葉副ガバナーより大変貴重で温かいお言葉を頂きま
した。
「現在会員数9名の太良ロータリークラブと国際ロータリー並びに第2740地区のロータリークラブ全体との比較を

した時に、極めて少ないメンバーでのクラブの運営は様々な困難が多いであろう。この太良ロータリークラブは会員
同士の結びつきが強く他のクラブとの親睦を図り多くの友好クラブを持ち強く根を張っている印象があり、ここに
ロータリークラブの原点があると常々感じています。」とのお言葉を頂きました。

昨今、少子化により人口減少が進む中で会員増
強は困難な中、太良ロータリークラブも例外では
ないと思います。現況に臆する事なくクラブ内の
雰囲気を盛り上げながら親睦を図っていきたいと
再確認致しました。

また、緒方ガバナーのお元気な姿を地区大会で
は拝見したいと御祈念いたします。

諫早多良見ＲＣ 9月19日（火） 会長　南　健二郎 幹事　南條　哲章

9月19日（火）、千葉憲哉副ガバナー、橋本満典ガバ
ナー補佐、地区幹事村瀨高広様をお迎えして、諫早多良
見ロータリークラブガバナー公式訪問例会を開催いたし
ました。（緒方信行ガバナーは静養中のため、千葉副
ガバナーにご来訪いただきました。）

例会に先立ち、会長・会長エレクト・幹事との懇談会
が30分程度行われ、本年度のクラブ活動・運営計画を
ご報告させて頂きました。千葉副ガバナーより、本年度
のクラブ運営に関する助言や諫早多良見ロータリークラ
ブで取り組んでいる奉仕活動にも高い評価をいただき、とても有意義な時間となりました。

例会では千葉副ガバナーより国際ロータリー会長テーマや地区ガバナー目標が伝わる映像と地区運営方針「継続と
革新の理想的なバランス」についての卓話をいただきました。

懇談会・例会を通じて千葉副ガバナーからいただいたお言葉を参考として、本年度の活動に活かし、事業の継承・
変革をバランスよく発展させていくと共に、諫早多良見に合う活動を楽しみ、ロータリー活動を実践して参りたいと
思います。わが諫早多良見ロータリークラブへのご訪問、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

大村北ＲＣ 9月20日（水） 会長　南野　淳 幹事　指方　宏彰

残暑まだまだ厳しい去る9月20日に副ガバナー千葉
憲哉君、地区幹事村瀨高広君、ガバナー補佐永橋秀光君
に当クラブ例会にお越し頂き、公式訪問例会を開催しま
した。

例会に先んじて、当クラブ理事を交えた懇談会では事
前アンケートとクラブの現状報告に基づいたアドバイス
を副ガバナーから頂き、今後のクラブ運営に生かせるも
のとなりました。

また例会においてはRI会長の本年度テーマの説明と具
体的な説明を頂き、本年度の第2740地区の運営状況、
本年度末に当クラブがホストとして開催するPETSについての協力依頼を受けました。

また、ガバナー緒方信行君の現状をご報告頂きました。一日も早いご回復を会員一同願うと共に、地区大会の折に
は再び元気なお姿を拝見できますよう、切に願います。これからも地区を身近に感じる事ができる有意義な例会とな
りました。

佐世保東ＲＣ 9月21日（木） 会長　坂口　尉知朗 幹事　川中　裕二

9月21日（木）、国際ロータリー2740地区副ガバナー千葉
憲哉様、パストガバナー福田金治様、第6グループガバナー
補佐大木亮諄様、地区幹事村瀨高広様、佐世保北ロータ
リークラブ早田貴志様をお迎えして、ガバナー公式訪問例
会を開催いたしました。

事前懇談会においては、緒方信行ガバナーの掲げられた
地区運営方針のもと革新すべき8つの重点項目について概要
を再確認し、千葉副ガバナーより詳細の確認、ご説明を
いただきました。

地区方針と当クラブの目指すべき項目を明確にしたところで我々がどのように目標を定め、活動していけるかを
アドバイスいただく事ができました。

例会における千葉副ガバナーによる講演では国際ロータリーのテーマから始まり地区のテーマ、目標や活動につい
て説明があり、緒方ガバナーが長きにわたり思い描かれてこられたロータリーの理想を教示いただき「奉仕の理想」
についてより深いところまで考え、知る機会をいただきました。

ガバナーをはじめ、ご来訪いただきました皆様に感謝の意を表しますと共に、心よりご健勝を祈念申し上げます。
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長崎北ＲＣ 9月25日（月） 会長　東　直美 幹事　山下　憲一

令和5年9月25日（月）　千葉憲哉副ガバナー　田口厚パストガバナー　
友永修一ガバナー補佐　村瀨高広地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪
問例会を開催いたしました。

例会前のガバナー懇談会では、村瀨高広地区幹事の司会のもと東会長
から会長方針を述べ、長崎北ロータリークラブの概況を説明しました。
クラブ運営について長崎北ロータリークラブの伝統ある独特な人間尊重
委員会などの運営にお褒めの言葉を戴きました。特に長崎いのちの電話
様と声の奉仕会マリア文庫様との関係についてお褒めの言葉を戴きました。

次に会員数と親睦についての話があり、少数の会員数のクラブと多数の会員数のクラブを比較してみると、少数の
クラブの方が、親睦が良く取れているように感じられるとご意見もいただきました。また、衛星クラブの紹介があり
入会にハードルが高いと思われている方をまずは衛星クラブに入会していただき、その後に自クラブに入会すること
も可能であると説明をいただきました。親睦の大事さや楽しさを共有することが大事であると助言をいただき、伝統
を受け継ぐ中で今後の長崎北ロータリークラブの活動を進めていきたいと思います。

又、例会では、千葉副ガバナー自らプロジェクターを使いながら、ゴードン・R・マッキナリーRI会長の理念、
そして緒方信行ガバナーの運営方針『継続と革新の理想的なバランス』のご説明をいただきました。

長崎北クラブとして、緒方ガバナーの指導のもと、これからも親睦を深め『奉仕の理想』を念頭に会員皆成長して
いきたいと思います。

ガバナー公式訪問クラブ報告

大村ＲＣ 9月26日（火） 会長　森本　大輔 幹事　高瀬　英三

9月26日（火）、千葉憲哉副ガバナー、宮﨑清彰パス
トガバナー、永橋秀光第7グループガバナー補佐、
村瀨高広地区幹事、佐世保北RC山下雄弘君の5名の
方々に、当クラブの夜の例会に合わせてご訪問をいた
だきガバナー公式訪問例会を開催することができまし
た。

例会に先立って行われた懇談会においては、短時間
であったにもかかわらず、来年度ガバナーを輩出する
クラブとしての心構えと姿勢についてご助言をいただ
いたほか、海外クラブの例を引用し、クラブの活性化のヒントやRIの方向性に至るまで多岐にわたり大変、示唆に富
んだ多くのお話をいただきました。

例会内においても、ガバナー輩出年度を控えたクラブがその意識を高めていくべく、随所に激励をいただきながら
ロータリーのあるべき姿について多くのお話をいただき、クラブ全体が元気をいただいた大変、有意義な機会となり
ました。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

ハウステンボス佐世保RC 9月26日（火） 会長　舛元　淳子 幹事　古市　寛

9月26日（火）　ハウステンボス ホテルヨーロッパ
「吉翠亭」にて千葉憲哉副ガバナー、福田金治パスト
ガバナー、大木亮諄ガバナー補佐　村瀨高広地区
幹事、随行者として、佐世保北ロータリークラブより
松田信哉会長、山下雄弘様をお招きしてガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。当日は大阪東ロータ
リークラブから島ノ内英久様をメークアップにお迎え
して、にぎやかで華やかな公式訪問となりました。

千葉副ガバナーからは、テーマパークにあるロータ
リークラブは国内でも珍しいと述べられ、クルーズ例
会などの行事を行い、ロータリーソングでのアクセス
数が多い当クラブのホームページでメークアップの案
内をして、本日メークアップにこられた大阪東ロータ
リークラブの島之内様のように、全国からロータリアンのメークアップを受入れることも特色があり、これはこのク
ラブしかできない事ではとのご感想を頂きました。

松尾会長エレクトからは、今後も会員増強に努めていくが、先ずは30名ほどの会員数がまとまりよく皆が会話でき
るのではとの話をしたところ、千葉副ガバナーも非常に共感されていました。また、米山記念奨学生のお世話をして
いるロータリークラブは、行事や日々のお世話の内容に悩まれているところも多いので、ホストクラブでなくてもハ
ウステンボス佐世保ロータリークラブで、一日米山奨学生のお世話をすることも、ホストクラブとの繋がりや奨学生
との交流が強化されるのではと話されました。

緒方信行ガバナーの地区運営指針は、「継続と革新の理想的なバランス」です。その中で、DEI（多様性・公平
さ・インクルージョン）の推進についての私たちの質問に対し、クラブ内の会合をファシリテーション方式で行うこ
とで、新会員が一方通行ではなく双方向のやり取りの中で育っていく環境が整うと述べられました。

今回の公式訪問は非常に充実しており、その内容を参考に今後のクラブ発展のために努力して参ります。今後とも
よろしくお願いいたします。

諫早西ＲＣ 9月27日（水） 会長　山本　健志 幹事　清水　淳

2023年9月27日（水）、（株）平安閣諫早サンプリエールにお
いて、緒方ガバナーの代理として副ガバナー千葉憲哉様、
第8グループガバナー補佐 橋本満典様、地区幹事 村瀨
高広様、佐世保北ＲＣ 渥美大介君の4名にご来訪いただ
き、国際ロータリー2740地区ガバナー公式訪問例会が開催
されました。

懇談会では、和やかな雰囲気の中、会長のスローガンや
委員会活動についての説明を行い、出席や親睦、ローター
アクト等について貴重な意見交換が出来ました。今後のクラブ運営に活かしていきたいと思います。

例会では、マッキナリーＲＩ会長・緒方ガバナーのビデオを拝見し、その後、千葉副ガバナーの卓話では、出席と
親睦の重要性や会員増強の大切さなどお話していただきました。会員にとっても自分を見直すよいきっかけになり、
とても有意義な時間をいただいたと思います。

お忙しい中、諫早西ＲＣにお越しいただきありがとうございました。
緒方ガバナーのご回復をお祈りいたします。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

長崎琴海ＲＣ 9月28日（木） 会長　友岡　純一 幹事　田中　一広

9月28日、千葉副ガバナー、岩永パストガバナー、天本
ガバナー補佐、村瀨地区幹事、佐世保北ＲＣ早田会員を
例会場であるパサージュ琴海でお迎えしました。

懇談会でうかがったのは、少人数であるが故の増強の必
要性、不可抗力による減もあるため、２名増は必要である
とのこと。会員が30名を超えた時もありましたが、新会員
のフォローアップ（教育・ロータリーの意義の伝達）が十
分に出来ず退会者を多数排出してしまいました。

役目（会長・幹事）が終わると全てが終わりではなく、
その様なカリキュラムを作り、新人フォロー等の役割分担
が必要であると思います。

例会でも、千葉副ガバナーより、具体的な提案をしていただきました。少人数クラブながらも革新前進は忘れず
全力投球で挑む所存です。

伊万里ＲＣ 9月29日（金） 会長　冨永　雪春 幹事　直江　精彌

2023年9月29日（金）千葉副ガバナー、隅田パストガバナー、山浦
ガバナー補佐、村瀨地区幹事、松尾副幹事をお迎えし「ガバナー公
式訪問例会」を開催いたしました。

懇談会では、クラブの会員増強、衛星クラブの推進に関してご教
授をいただき、当クラブの特徴ある活動について、①高出席率、 
②寄付高寄与、③第2週夜例会、④新人会員への継続的サポート、
⑤伝統が生きている事、にお褒めの言葉を頂戴いたしました。

公式訪問例会では、 RI会長の「世界に希望を生み出そう」、緒方
ガバナーの「継続と革新の理想的なバランス」の概要についての
ビデオメッセージが放映されました。

例会卓話では、千葉副ガバナーより、ロータリアンが拳々服贋すべき職業倫理の三ヶ条から始まり、ファシリテー
ション参加型の会議形式まで、きめ細やかな丁寧なお話しをご講演いただき、その後、隅田パストガバナーより「当
クラブで最高の卓話」と総評があり、今までで最も印象深い例会でした。

千葉副ガバナー、隅田パストガバナー、 山浦ガバナー補佐、村瀬地区幹事、松尾副幹事、本日のご来訪、心より
感謝申し上げますとともに、緒方ガバナーの一日も早いご回復をお祈りいたします。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

雲仙諫早南ＲＣ 10月2日（月） 会長　原田　徹 幹事　荒木　和美

2023年10月2日（月）に緒方ガバナーの代理として
千葉副ガバナー、橋本ガバナー補佐、村瀨地区幹事に
ご来訪いただき、ガバナー公式訪問を開催しました。

懇談会では当クラブが抱える問題点について、非常に
熱心なご助言を賜り、改めてクラブ運営や危機管理の在
り方について考え直す機会をいただきました。また、当
クラブからも地区への要望等もお伝えし、有意義な意見
交換ができたと思います。

例会では、千葉副ガバナーから地区運営方針を詳しく
ご説明いただき、会員一同、緒方ガバナーが提唱されて
おります「継続と革新の理想的なバランス」への理解を深められたと思います。合わせて2023年8月31日付で長崎
新聞に掲載された緒方ガバナーの「若手に学びの場を」という記事を紹介させていただき、残念ながらご来訪いただ
く事はかなわなかったのですが、公式訪問にご参加いただいたような雰囲気にできました。

公式訪問での学びを雲仙諫早南ロータリークラブの今後の活動に積極的に取り込んでいきたいと考えております。
本当にありがとうございました。

末筆ではございますが、千葉副ガバナーと村瀨地区幹事におかれましては、全ての公式訪問を無事に終えられます
ことと、緒方ガバナーの一日も早いご回復を祈念いたします。

神埼ＲＣ 10月3日（火） 会長　大川　哲矢 幹事　森田　浩文

この度、千葉憲哉副ガバナー、山﨑清二ガバナー補佐、駒井英基パストガバナー、村瀨高広地区幹事をお迎えし、
ガバナー公式訪問例会を開催致しました。

例会に先立ち、千葉副ガバナー、山﨑清二ガバナー補佐との会長幹事懇談会が開催されました。懇談会では当クラ
ブの大川会長より概要報告を行い、千葉副ガバナー、山﨑ガバナー補佐より講評を頂きました。

入会して間もない会員の方たちがロータリーを知らないまま短期間で退会してしまう課題について、千葉副ガバ
ナーご自身の経験や知識を踏まえ「ベテラン会員との親睦の必要性」とのアドバイスを賜りました。

例会でのガバナー卓話では、本年度の2740地区テーマ「継続と革新の理想的なバランス」について丁重なご説明
を頂きました。ファシリテーションの重要性とファ
シリテーターの育成、また、全国的に衛星クラブの
設立が増えていることなど、これからのロータリー
クラブの方向性についてお話がありました。当クラ
ブにとって大変貴重な卓話の時間となりました。

今回のガバナー公式訪問でお聞きしたことを踏ま
え、1年間ロータリー活動を推進してまいります。
この度は当クラブにご来訪いただき、誠にありがと
うございました。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

佐世保中央ＲＣ 10月5日（木） 会長　馬場　貴博 幹事　片桐　康利

「世界に希望を生み出そう」を掲げられたマッキナリーRI会長、「継続と革新の理想的なバランス」を掲げられた
緒方信行ガバナーの方針のもと、第2740地区におけるロータリークラブ、ロータリアンの進むべき方向、大事な部
分と変化する部分についてご説明を頂きました。

当クラブは改めてガバナーの方針を再確認しましたので、ファシリテーションという手法を用いながら、クラブ
会員全員で様々な意見を出し合い、笑顔で真剣に語れるロータリアンとして資質を高めていきます。また、戦略計
画委員会を積極的に活用し、クラブの将来を話し合い、会員にはRLI、DEIを推進し、ロータリアンとして親睦を深
め、職業奉仕を基本として様々な奉仕活動の輪を広げていきます。最後に、地区の皆様にお礼を申し上げ、クラブ
報告とさせて頂きます。ありがとうございました。

北松浦ＲＣ 10月10日（火） 会長　永安　久幸 幹事　福田　敏幸

10月10日、千葉憲哉副ガバナー、福田金治パストガバ
ナー、井上正人ガバナー補佐、村瀨高広地区幹事、
船津学地区副幹事をお迎えして、北松浦ロータリークラ
ブ公式訪問例会が開催されました。コロナ禍のガバナー
公式訪問は中止もあり、昨年は北松浦、平戸、松浦 3ク
ラブ合同公式訪問であったことで、北松浦クラブへのガ
バナー公式訪問は4年ぶりとなりました。会食も、コロ
ナ禍中の弁当ではなく、例会場サンパーク吉井様のこれ
まで以上に心のこもった食事が用意され、大変、和やか
な雰囲気でのガバナー公式訪問例会となりました。

例会点鐘前の会長幹事懇話会においては、千葉副ガバナーより、多くのお褒めの言葉をいただき、大変うれしく聞
かせていただきました。合わせて責任の重大さも改めて感じさせられた懇話会であったと思います。

その後の例会におきましても、副ガバナーの軽妙かつ、ユーモアあふれる話につい引き込まれました。ZOOM を
利用したリモート例会、各クラブ間の合同例会、会長幹事会等の開催や、複数クラブによる衛星クラブの創設提案
等、クラブ運営に重要な事項について、新しいアイデアをご提示いただき、感銘を受けた卓話でした。千葉憲哉副
ガバナーのロータリーにかける思いがひしひしと感じられました。今後、今回のガバナー公式訪問を機に、第5グ
ループ内合同での会長幹事会の開催、合同例会の開催等の実施に向け、機運を高めていきたいと思います。北松浦
ロータリークラブ会員は、そのための活動には時間を惜しむことなく、一丸となって取り組んでいきます。

最後に、ご来訪いただきました 千葉憲哉副ガバナー、福田金治パストガバナー、井上正人ガバナー補佐、村瀨高広
地区幹事、船津学地区副幹事に御礼申し上げますとともに、ますますのご健勝を祈念いたします。
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2023年８月会員数・出席報告

グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累
　
計

7
月
1
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入
退
会
増
減

第
1
グ
ル
ー
プ

佐 　 賀 4 76.2 80 9 79 9 1 1 0 -1
小 　 城 4 60.0 28 4 28 4 0 0 0 0
牛 　 津 3 68.3 31 0 31 0 0 0 0 0
多 　 久 3 80.4 35 6 34 6 0 1 -1 -1
佐 賀 大 和 4 69.2 26 5 26 5 0 0 0 0
小 計 70.8 200 24 198 24 1 2 -1 -2

第
2
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 71.0 41 4 42 4 0 0 0 1
佐 賀 北 3 66.4 45 3 46 3 1 0 1 1
佐 賀 南 4 76.5 44 6 45 6 0 0 0 1
神 　 埼 4 81.2 38 4 39 4 0 0 0 1
佐 賀 空 港 3 68.6 17 0 17 0 0 0 0 0
小 計 72.7 185 17 189 17 1 0 1 4

第
3
グ
ル
ー
プ

有 　 田 4 73.4 31 2 31 2 0 0 0 0
武 　 雄 2 81.4 42 3 43 3 0 0 0 1
鹿 　 島 4 94.0 30 4 30 4 0 0 0 0
嬉 　 野 3 81.0 26 1 27 2 1 0 1 1
大 　 町 3 68.8 16 0 16 0 0 0 0 0
太 　 良 3 92.6 9 0 9 0 0 0 0 0
小 計 81.9 154 10 156 11 1 0 1 2

第
4
グ
ル
ー
プ

唐 　 津 4 89.1 54 0 55 0 0 0 0 1
伊 万 里 3 85.7 28 0 28 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 84.2 49 0 51 0 1 0 1 2
唐 津 西 3 88.6 27 0 27 0 0 0 0 0
伊 万 里 西 3 75.6 30 2 30 2 1 1 0 0
唐 津 中 央 3 85.4 35 5 35 5 0 0 0 0
小 計 84.8 223 7 226 7 2 1 1 3

第
5
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 3 80.0 71 0 72 0 2 0 2 1
平 　 戸 3 93.9 22 4 23 4 0 0 0 1
北 松 浦 4 85.9 23 1 23 1 0 0 0 0
佐 世 保 西 4 74.9 23 4 22 5 0 0 0 -1
松 　 浦 3 93.0 25 0 26 0 0 0 0 1
小 計 85.5 164 9 166 10 2 0 2 2

グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月

累
計

7
月
1
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新
入
退
会
増
減

第
6
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 南 3 100.0 61 2 62 2 0 0 0 1
佐 世 保 東 3 73.2 24 0 24 0 0 0 0 0
佐 世 保 北

（衛星クラブ） 3 96.0 55 5 55 4 2 0 2 0

佐世保中央 1 85.0 51 2 53 3 0 0 0 2
佐世保東南 3 76.0 26 0 26 0 0 0 0 0
HTB 佐 世 保 4 84.1 22 3 23 3 1 0 1 1
小 計 85.7 239 12 243 12 3 0 3 4

第
7
グ
ル
ー
プ

大 　 村 3 80.0 40 4 40 4 0 0 0 0
島 　 原 4 83.3 30 3 31 3 0 0 0 1
大 村 北 3 89.9 24 1 24 1 0 0 0 0
島 原 南 3 66.6 14 1 18 3 0 0 0 4
大 村 東 3 79.2 34 4 36 5 0 0 0 2
小 計 79.8 142 13 149 16 0 0 0 7

第
8
グ
ル
ー
プ

諫 　 早 3 68.2 76 0 78 0 0 0 0 2
諫 早 北 4 83.0 76 4 76 4 0 1 -1 0
諫 早 西 3 90.1 54 3 53 3 0 1 -1 -1
諫早多良見 4 91.1 28 1 29 2 0 0 0 1
雲仙 諫早南 2 79.4 17 5 17 5 0 0 0 0
小 計 82.3 251 13 253 14 0 2 -2 2

第
9
グ
ル
ー
プ

長 　 崎 4 84.8 54 1 62 2 4 0 4 8
福 　 江 3 83.7 28 0 28 0 0 0 0 0
長 崎 北 東 3 85.7 36 2 38 2 0 0 0 2
福 江 中 央 4 98.4 17 1 17 1 0 0 0 0
長 崎 西 4 68.3 36 1 37 1 0 0 0 1
長 崎 琴 海 3 61.1 7 0 7 0 0 0 0 0
小 計 80.3 178 5 189 6 4 0 4 11

第 

10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 75.5 74 0 75 0 0 0 0 1
長 崎 南 3 77.6 69 0 71 0 0 0 0 2
長 崎 東 3 70.6 35 1 36 1 0 0 0 1
長崎みなと 3 80.2 28 1 29 1 0 0 0 1
長 崎 中 央 3 90.8 44 1 45 2 0 0 0 1
長 崎 出 島 3 74.8 73 9 74 10 1 0 1 1
小 計 78.2 323 12 330 14 1 0 1 7

55 クラブ合計 80.4 2,059 122 2,099 131 15 5 10 40

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　2023年7月1日から2023年8月末までの増減です。
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新会員紹介

私たちの新しい仲間になられました方々を紹介します。
※氏名の下部は勤務先、役職

※今月号に掲載が間に合わなかった新会員の方のご紹介は、次号に掲載させていただきます。

佐賀RC
川合　秀紀 君

西日本新聞社佐賀総局

佐賀北RC
足立　正昭 君

㈱ドコモビジネスソリューションズ佐賀支店
支店長

嬉野RC
永原　美由紀 君
自営業（アメジスト）

唐津東RC
松浦　幸輔 君

ファイン唐津
所長

伊万里西RC
力武　英一郎 君

㈲力武木材
代表取締役

HTB佐世保RC
坂口　克彦 君
ハウステンボス㈱
代表取締役社長

佐世保北RC
山本　光昭 君

山本光昭社会保険労務士事務所
代表

佐世保北RC
豊島　拓郎 君

㈲ユタカ商会
代表取締役

佐世保RC
長島　正太郎 君

㈱共立自動車学校
代表取締役社長

佐世保RC
甲斐　義博 君
佐世保市市議会議員

長崎RC
黒住　卓司 君
日本銀行長崎支店

支店長

長崎RC
福留　貴光 君

㈱ドコモ CS 九州長崎支店
支店長

長崎RC
有田　康雄 君

日本放送協会長崎放送局
局長

長崎RC
大西　弘美 君

長崎文化放送㈱
代表取締役社長

長崎出島RC
藤澤　千絵 君

㈱にんじんネットソリューションズ
代表取締役
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寄付者紹介

ご厚意に深く感謝申し上げます。認証者の方を記載いたします。

ロータリー財団

種　　　類 氏　　名 クラブ名

マルチプルポールハリスフェロー

安達　健太郎 長崎出島

鶴田　修 長崎出島

松谷　和彦 長崎出島

ポールハリスフェロー 百武　和子 佐世保西

べネファクター
安達　健蔵 長崎

塚本　敏 長崎出島

米山記念奨学会

種　　　類 氏　　名 クラブ名

米山功労者マルチプル 岡田　康信 長崎中央

米山功労者

岸本　大志 唐津中央

林　康一 平戸

百武　和子 佐世保西

ポリオ・ワンコイン BOX 報告 今月分 BOX 金額 合計 BOX 金額

162,489円 374,019円



編集後記

晩秋の頃を迎え、朝晩は日増しに寒くなってまいりました。地区大会も無事、
終えることができ、会場まで脚をお運び頂きました皆さまには心より、御礼申
し上げます。地区大会の場が、皆さまにとって、奉仕について、あらためて考
える場となり、また、会員間の懇親を深める場となりましたなら、幸甚の至り
です。

国際ロータリー第2740地区
ガバナー事務所

〒857-0874　佐世保市京坪町2-3 Nビル2階
TEL 0956-80-3148  FAX 0956-80-3164
E-mail　ri2740ogata@beatsc.jp
URL　https://rotary2740.jp/

WEBサイト▶

2018年、カナダ、トロントでの第109回世界大会に参加しました。
駒井ガバナー年度で、私は崎永パストガバナーと一緒のツアーに同行させて頂き
ました。175ヵ国、25,652人の参加登録があり、エアカナダ・コンベンションセン
ターという巨大な会場にて開会式が行われました。
先住民の方の歓迎の挨拶の後、イアン・ＨＳ・ライズリーＲＩ会長が、ロータ
リーとトロントに共通する「多様性」について話をされました。「トロントと
同様、ロータリーも異なる文化や経歴の人々から成っている」。その言葉通り、
街ではいろいろな催しが行われており、中でも、LGBTの方々によるプライド・
パレードには、大変、刺激を受けました。
「ＰＲＩＤＥ」という単語は英語の一般
名詞で「誇り・自尊心」を意味しますが、
他に「セクシャルマイノリティー（性的少
数者）のパレード」を指すものとして、広く
国際的に認知されているそうです。
「インスピレーションいたるところに」
をテーマに、ゲストにイギリスのアン王
女、そしてニュージーランド、ハイチ、
カナダの元首相を迎えての大変、豪華な大
会でした。

私の 国 際 大 会
佐賀南ロータリークラブ　吉岡　義治


